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2020年度 第 1回町田市自殺対策推進協議会（書面開催） 

 会議録要旨 

 

1 日時 開催日  2020年 6月 12日（金曜日）から 6月 19日（金曜日）まで 

     回答期日 2020年 6月 19日（月曜日） 

 

2  形式 書面開催 

 

3 出席者 

 秋法律事務所弁護士 秋山一弘委員、北里大学医学部精神科学講師 新井久

稔委員、特定非営利活動法人全国自死遺族総合支援センターセンター自死遺

族・遺児支援スタッフ 秋田整委員、特定非営利活動法人東京多摩いのちの

電話副理事長 早借洋一委員(職務代理)、八王子労働基準監督署町田支署監

督・安衛課長 風祭惠一委員、町田公共職業安定所次長 田村好弘委員、警

視庁町田警察署生活安全課長 守重正俊委員、警視庁南大沢警察署生活安全

課課長代理 比嘉健二委員、町田消防署警防課長 草野正孝委員、町田市民

生委員児童委員協議会会長 荻野淳子委員、一般社団法人町田市医師会理事 

中川種栄委員(会長)、公益社団法人東京都町田市歯科医師会副会長 音琴三

郎委員、一般社団法人町田市薬剤師会理事 安岡史紀委員、社会福祉法人町

田市社会福祉協議会事務局長 叶内昌志委員、町田商工会議所総務部部長八

木満委員、町田市町内会自治会連合会副会長 中一登委員、町田市公立小学

校長会町田市立つくし野小学校長 佐々木研一委員、町田市公立中学校長会

町田市立南大谷中学校長 小島千恵委員 

 

4 資料 

【資料 1】町田市の自殺の現状 

【資料 2】2019年度町田市自殺対策推進事業 

【資料 3-1.2】町田市自殺対策推進計画事業進捗シートまとめ 

【資料 4】自殺に関連するグーグル検索対応事業業務委託受託事業者報告書 

【資料 5】新型コロナウイルス感染症拡大下における具体的な自殺対策について

（厚生労働省資料） 

【資料 6】2020年度町田市自殺対策推進事業案 

 

5 議事要約 

（1）会長の選任について 

 会員の互選により、協議会会長に一般社団法人町田市医師会中川委員が選出
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された。また、特定非営利活動法人東京多摩いのちの電話副理事長早借洋一

委員が会長から職務代理に指名された。 

 

（2）町田市の自殺の現状等について 

（委員意見 1）2019年では、9月が最も多かった事、健康問題が原因動機として

多かった事などが傾向として考えられた。しかし、実際の自殺死亡者が 62人と

減少傾向にあるのは、様々な対策の結果と思われる。 

（委員意見 2）グーグル検索対応事業の報告は、大変興味深く、この事業の有効

性を感じました。2020 年度の中間的な経過についても、本年度の対策を検討し

ていく上で、適時ご報告いただけると嬉しいです。 

（町田市の対応）→第二回の自殺対策推進協議会にて報告いたします。 

（委員意見 3）自宅での縊死が多いのは何回も協議会で確認しています。ステイ

ホームで家族がいるので、2020.4 月の自殺者は前年の 40%減だと聞きました。

単身者が多い町田市はどうでしょう？クリニック通院者では、明らかに自殺は

増えています。 

（町田市の対応）→町田市における 1 月から 6 月までの自殺死亡者数は、2019

年は 30人であったのに対し、2020年は 7人と、前年から 77％減でした。 

（委員意見 4）・原因・動機は各項目を総合的に判断する必要があります。 

・クリアファイルやポスター配布の有効性の判定はどのようにしていますか。

市民から何か反応はありましたか。 

・ゲートキーパー受講者が参加するシンポジウムを開催したらどうですか。 

・相談会の項目にＬＧＢＴの問題を取り上げて下さい。 

・進捗状況の資料ですが、各部署のつながり、連携はしっかりできていますか。

関連機関や民間支援団体との連携も重要です。 

・自殺につながる重要な情報を精密かつ総合的に分析して有効活用することが

求められます。 

（町田市の対応）→9月からの自殺対強化月間での取り組みに反映していきます。 

また、クリアファイルは設置するとすぐになくなると駅側から聞いていること

から、目に留まりやすいものと判断しています。その他、6月の町田市議会でも、

新型コロナウイルスの影響を考慮し、早めに自殺対策に取り組んだ方がよいの

ではないかという意見がありました。意見を踏まえ、2020 年度は、9 月の自殺

対策強化月間の取り組みを 1ヵ月早め 8月から取りくみます。 

 

（3）新型コロナウイルスの影響に関する対策について 

（委員意見 1）相談会の回数を今年度は 1回でも増やせるかご検討ください。 

（町田市の対応）→相談機会の増加を検討していきます。 
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（委員意見 2）Webでの相談も実施できるかご検討ください。 

（町田市の対応）→Web上での相談を実施出来るように検討しています。 

（委員意見 3）自宅で閉居、外出も少なく、制限もあり、今後精神的に不安定と

なりやすい状況となる事が予想され、引き続き自殺対策は重要とおもわれる。 

（町田市の対応）→引き続き実施していきます。 

（委員意見 4）市の HP によれば新型コロナウイルス対策として各種の経済支援

等が行われています。これらをとりまとめて、2020 年度町田市自殺対策推進事

業のひとつとして盛り込んだらいかがでしょうか。 

（町田市の対応）→各支援に関する相談窓口等をまとめて、悩みの相談先一覧

等に掲載していきます。 

（委員意見 5）感染症対策のために必要な在宅ワークやソーシャルディスタンス

など必要な措置の結果として、今後、人間関係の希薄化や本来手を携えてとる

べきコミュニケーションにも影響していくと考えられます。 

こうした点に、行政・専門職・支援機関が配慮することは当然ですが、地域の

中で住民同志が悩み、生きづらさを抱えながら発信できないでいる方々に気づ

き合い、近づくことの必要性を積極的に啓発していくことがとても大切だと思

います。社会心理学的な観点からも、今後大きな課題になるかもしれません。 

（町田市の対応）→地域ネットワークを対象とした、ゲートキーパー養成講座

を実施する等、関連の団体等に対して、啓発を実施していきます。 

（委員意見 6）現状、終息が見えない状況にあり、冬に第 2波、第 3波も懸念さ

れ、雇用の不安等が拭えず、今後の先行きを案じて自殺に繋がることが懸念さ

れます。 

ハローワークは雇用に関して、事業主・労働者双方に対して様々な対策を講じ

て参りますので、市を含めて各関係機関と密接な連携が必要と思いますので、

よろしくお願いいたします。 

（町田市の対応）→取り組みに関する連携の強化を図っていきます。 

（委員意見 7）COVID19による精神症状は、①外出などへの全般性不安障害や何

回も手をアルコールなどで洗う強迫性障害②高齢者の「コロナに感染している」

という急性妄想性障害。入院や自殺に至ってしまいます③在宅勤務や福祉事業

所の閉鎖にる孤立/途絶からの抑うつ→コロナうつの本質④緊急事態宣言のあ

いだにたまった業務をこなす業務量の増加よりの消耗/抑うつ⑤勤務先の経営

不振/勤務縮小からの経済不安。6/30で業務が終了した非正規雇用の多さ、同日

に勤務先の終業(飲食/販売は閉店、業績悪化により営業所は新宿か横浜に統合)

による転勤の多さにはおどろきました。 

7月より仕切り直す経営者においては明確な業績の悪化。経済不安より抑うつが

出現①→⑥が大まかな COVID 19による精神科症状だと思います。 
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感染症に関しては保健予防の管轄部門に任せ、当協議会としては特に③→⑤に

関しては従来からの対応を強化していくしかありません。 

（町田市の対応）→従来からの取り組みに強化を図っていきます。 

（委員意見 8）住民への情報提供の方法を検討し効果的にする必要があります。

特に生活困窮者に対して情報が届くようにしてください。 

（町田市の対応）→インターネット検索広告を通じた、悩みの相談先の掲出等

を実施していきます。 

（委員意見 9）自殺者の原因・動機が健康問題から経済問題によるものが今後増

えていくと思われるので、経済的援助が重要となってくる。 

（町田市の対応）→相談先に反映していきます。 

 

（4）2020年度の自殺対策について 

（委員意見 1）引き続き、現在の対応を継続していく事が重要と思われる。 

（町田市の対応）→引き続き、現在の対応を継続していきます。 

（委員意見 2）町田市の自死遺族の分かちあいの会は偶数月に開催していますが、

新型コロナウイルスに伴う会場の閉鎖により 4 月と 6 月が中止となりました。

全国的にも分かちあいの会が相次いで中止に追い込まれていることから、全国

自死遺族総合支援センターでは、電話相談を従来の毎週木曜日から毎週木・日

曜日に増やすとともに、FAXとメールによる分かちあいも新たに始めました。自

死遺族が思いを語れる手段につながることができるよう、町田市においても電

話相談の連絡先を HPに追加いただきたい。 

（町田市の対応）→HPに追加しました。 

（委員意見 3）昨年以前にも好評だった「つまづいても」のような演劇を、YouTube

配信することが可能でしたら、ご検討いただけると嬉しいです。 

（町田市の対応）→上映団体と調整を図ります。 

（委員意見 4）議題 3と関連しますが、COVID19により自殺は社会経済的に後押

しされてしまう と思います。警察、消防、商工会議所などからの、個人情報保

護法への配慮を最小限にした自殺に関する情報が、これからの自殺対策には必

要です 

（町田市の対応）→団体間の連携を強化します。 

（委員意見 5）ゲートキーパー養成講座をオンラインにしたことで、参加しやす

くなり、安心できるので素晴らしいと感じた。相談会のオンラインの需要・要

望はありそうなのか。感染が怖くて外出できない方へ何か対策があればよいと

感じた。 

（町田市の対応）→9月の総合相談会でも対面相談を感染症対策に十分配慮した

状態で実施していきます。また、平行してオンライン上の相談に対応できる仕
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組みを検討してきます。 

 

（5）その他 

（委員意見 1）コロナの影響もあり、再び若年者対応と、仕事を行っている割合

の高い 30～50才代の方への対応も重要と思われる。 

（町田市の対応）→商工会議所と協働し、ゲートキーパー養成講座の周知を行

います。 

（委員意見 2）4、5 月の自殺者数は例年より少なかったが、大災害や経済危機

の直後は自殺者数が減少すると言われているようです。今後、増加に転じる可

能性は十分に考えられることから、町田市においても市民に対する支援を引き

続きお願いいたします。 

（町田市の対応）→大震災等非常時の後は、自殺死亡率が下がり、その後、自

殺死亡率があがる傾向があります。現状では、自殺死亡率が大きく減少してい

ますが、悩みの相談数は増えるなどしていますので、自殺対策をこれまで以上

に強化していく必要があります。 

（委員意見 3）今現在、コロナの感染配慮で、民生委員として、生活保護者・高

齢者の見守り、訪問ができません。 

会って話すことの重要さを感じています。 

（町田市の対応）→9月の総合相談会でも対面相談を感染症対策に十分配慮した

状態で実施していきます。 

（委員意見 4）コロナ禍で医療機関に通いたくても通えなかった方がオンライン

診療を開始したら利用する人が一定数いる。自殺相談事業も行きたくても行け

なかった人がオンラインにすることで、利用する方が増えるのではと思う。 

（町田市の対応）→オンライン相談の仕組みを検討していきます。 

（委員意見 5）コロナ関連で影響を受けている事業者向け支援に注力。各専門家、

団体と協力して、金融、各給付金、各助成金、各補助金の申請書や計画書の作

成・提出手続きなどの相談窓口を開設。 

相談件数は 3月～5月で 1,605名の方々が来所、電話、リモートで相談を受けま

した。昨年同期の 2倍強の相談。 

これからは、廃業、倒産、従業やアルバイトの解雇などが増えていくとおもわ

れますので相談内容がより深く濃くなると思われる。 

毎年予定しているセミナーは開催が難しくなるので、6月からＷＥＢセミナーに

切り替えた。全部で 300メニューその中で「健康関係」カテゴリーで 26タイト

ルを用意した。 


